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地球の緑と環境を守る 

松原産業株式会社 
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いつも大変お世話になりましてありがとうございます。 

「松原産業株式会社」＝「発泡スチロール」＝「魚箱」というイメージを持たれている方が

多いかと思います。しかしながら、実は弊社の前身「松原染料店」はその名の通り染料薬品

の販売を目的として開設されました。その後、木工品販売も手がけながら、現在の越前市

(旧武生市)矢放町に発泡スチロール工場を建設したのが昭和45年でした。現在のメイン事

業は発泡スチロール（魚箱・断熱容器・緩衝材・断熱建材・土木資材）の製造販売ですが、

染料薬品、化成品、木工家具資材の販売もしっかり続けております。 

弊社の経営基本理念は「我々は、森羅万象の恵みにより今日ある事を自覚し、社会に対する報恩を旨とし、日

常業務にたずさわる事とする」であり、社長方針は「お客様繁栄のためにお客様の要望するものづくりと徹底した

サービス」です。お客様の繁栄こそが弊社の喜びであり、そのためにこれからも頑張っていこうと思います。 

そして、弊社の強みは①北陸最大級の発泡スチロール製造工場 ②開発～営業～製造～輸送を自社で一貫

して出来る体制 ③多岐に渡る商品を支えてくれる多くの仕入先との強力なネットワーク だと思っています。 

弊社の強みをお客様の強みとして十二分にご活用いただくため、このパイナル通信を通して、弊社の様々な活

動や情報をお客様に発信していきたいと考えております。そして、弊社が少しでもお客様の成長の手助けになれ

れば、と思っております。 

今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。                           代表取締役 上田昌範 

パイナル通信創刊にあたって  

今年で17回目を迎える北陸最大規模の技術交流会が開催されます。産学官の交流会として、規模や業種の

枠を超え、企業、大学・高専、公設試験場・研究機関、支援機関が保有する研究成果や新技術・新製品を一堂に

集結し……かたい話はこれくらいにしまして…（＾＾；） 

当社も今年出展することになりました。連日連夜、準備作業に追われています。。。 

当社出展品目 １、戸建用断熱材「パイナルフォーム」 

          ２、建築装飾部材「パインモール」 

          ３、防蟻剤入り発泡スチロール     皆さん遊びに来てくださいね～～ 

北陸技術交流テクノフェア2006 

今回のおすすめ  

詳しくは→  http://www.technofair.jp 

会 期 

2006年10月19日(木)・20日(金) 

・19日（木）10：00～17：00 

･20日（金）10：00～16：00 

会 場 
福井県産業会館 福井県生活学習館 

福井県中小企業産業大学校 
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松原産業株式会社 

営業品目 

スチロール成型品、パイナルコンテナ 

パイナルフォーム、染料、工業薬品 

包装資材、接着剤、高分子凝集剤 

本社工場   福井県越前市矢放町4－7 
和田山工場 兵庫県朝来市和田山町野村 

電話 : 0778-22-0848 
FAX:  0778-24-4790 
電子メール : info@matsubara-sangyo.jp 

編集後記 

創刊号、大変苦労しました。ある人物から『駄目、ダメ、だめ、DAME』の連発…… 

悔しい～～。。。 来月は何にしようかなぁ（--;）  お楽しみに。     堀清憲 

 

地球の緑と環境を守る 

松原産業株式会社 

武生東高校 学校祭にて…  
生徒さんからお便りが届きました。。。 

 こんにちは。最近はだいぶ涼しくなりましたが、いかがお過ごしですか。私たちは受験に向けて頑張っています。

先日は、急な電話にも関わらずあんなにたくさんの発泡スチロールを、安く分けていただき本当にありがとうござい

ました。松原産業さんの協力のもと、無事にゲートを仕上げることができました。写真が私たちの作ったゲートで

す。てっぺんのオレンジ色のブロック、柱、グレーのヒョウなどの模型、バラのついた柵の土台、すべて発泡スチ

ロールで作りました！！発泡スチロールを加工するのって

すごく難しいんですね。松原産業さんの事務所にあった作

品のようになったらいいななどと夢見ていましたが、切り目

はガタガタになっちゃうし削るのもすごく大変で苦戦してし

まいしました。でも毎日発泡スチロールまみれになりなが

らも頑張った甲斐があり、みんなの満足のいく作品を作り

上げることができたことを嬉しく思います。私たちにとって

最後の学校祭だったので、みんなで協力してこのような作

品が作れて本当に良かったと思います。今回はご協力あ

りがとうございました。           

 

福井県立武生東高等学校  水島佳南 

（お便り有難うございました。。。） 

休業日のご案内 

2006年10月  

リサイクル70％達成素材（2005年） …少しかたい話です。。。  

発泡スチロールは、2005年には回収対象量の71.1％がリサイクルされ、2001年に設定した第３次リサイクル

目標を達成。プラスチックの中でトップクラスのリサイクル率を維持しています。さらにＪＥＰＳＲＡでは、第４次リサ

イクル目標「2010年トータルリサイクル率75％」を設定し、今後もさらなるリサイクルの推進に努めます。 

ＪＥＰＳＲＡ…発泡スチロール再資源化協会                                            

主な事業                                                                            

①発泡スチロールの再資源化の推進                                              

②発泡スチロールに対する正しい理解の普及                                                    

③発泡スチロール再資源化用途の開発 

リサイクルの現状  

次回は右横のロゴマークについ

て書きますね。 


